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⑴ 青少年の健全育成

③ 体験と交流の推進

① 健全育成体制の整備
② 年齢期ごとの取り組み
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⑴ 幼児教育

⑵ 学校教育

③ 幼稚園等での教育の充実

① 家庭教育の機能充実
② 地域教育の向上

⑤ 豊かな未来の実現

① 教育振興基本計画の推進
② 学校教育の充実
③ 家庭・地域との連携
④ 教育環境の整備

⑴ 生涯学習
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を
築
く

① 図書館活動の充実⑵ 図書館活動

⑶ 文化・芸術 ① 文化芸術活動の推進

⑷ スポーツ・レクリエーション

⑸ 文化財

③ 公民館活動の充実

① 生涯学習推進体制の整備
② 生涯学習の推進

③ スポーツ・レクリエーションの基盤整備

① スポーツ振興計画の推進
② スポーツライフの形成

② 文化財の活用
① 文化財の保護・保存
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（1）幼児教育
▶ 施策の目指す姿

　幼児一人ひとりの個性と能力が尊重され、地域全体で見守るなか、いきいきと元気に成長して

います。

▶ 現状と課題

◇ 本市の平成22年（2010年）４月１日現在の幼児（３
歳～５歳）人口は2,850人で、このうち、幼稚園
に入園している幼児は1,079人（37.9％）、保育園
等に入園している幼児は1,504人（52.8％）、全体
で2,583人（90.6％）と、９割の幼児が幼稚園又は
保育園等に在園しています。
◇ 少子化、核家族化が進行し、子ども同士が互いに
影響し合って活動する機会が減少するとともに、
都市化や情報化の進展により、子どもの生活空間
に自然や広場といった遊び場が少なくなり、屋内
の遊びが増加するなど、地域社会において子ども
が育つ環境は変化しています。
◇ 核家族化の進行や地域におけるつながりの希薄化
などにより、子育てに悩み孤立感を募らせたり、
女性の社会進出が一般的になるなか、仕事と子育
ての両立にストレスを感じてしまう親も少なくあ

りません。また、長時間の労働などにより、親が
子どもと一緒に過ごす時間が十分ではなくなって
いるとの指摘もあり、幼児教育の重要な場である
家庭における子育て環境も変化しています。

◇ 中央教育審議会の平成17年（2005年）の答申「子
どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児
教育の方向性」では、近年の幼児の育ちの現状と
して、基本的な生活習慣や態度が身についていな
い、他人とのかかわりが苦手である、自制心や耐
性、規範意識が十分に育っていない、運動能力が
低下しているなどの点が指摘されています。

◇ 現在、国においては、子どもの成長や子育て家庭
を社会全体で支えるため、制度の見直しをはかり、
幼稚園や保育園の一元化を含め、次世代育成を支
援する包括的なシステムの構築について具体的な
検討が進められています。

現　状

◎ 幼児教育をとりまく社会環境が大きく変化し、家
庭や地域における教育力の低下が指摘されている
なか、長期的な視野に立って家庭や地域の教育力
の再生と向上をはかり、子どもの健やかな成長を
支えていく必要があります。
◎ 親の子育てに対する不安やストレスを解消し、子
育てに対する喜びや生きがいを取り戻して、子ど

ものよりよい育ちにつなげていける、効果的な子
育て支援が課題となっています。

◎ 家庭、地域、幼稚園や保育園などが交流を深め、
それぞれの教育機能が連携し、幼児の日々の生活
や学び、発達の連続性が確保され、その成果が小
学校以降に効果的につながるような環境の整備が
必要となっています。

課　題
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１　ともに育む（学校教育の充実）

▶ 施策の体系

①家庭教育の機能充実
Ａ　家庭における教育力の向上
Ｂ　啓発・相談事業の推進

②地域教育の向上

Ｃ　就園などの支援
Ｂ　学校教育との連携
Ａ　教育内容の充実

Ｂ　地域の教育環境の確保
Ａ　交流の場の確保

③幼稚園等での教育の充実

幼
児
教
育

年度
 項目

平成18年
（2006年）度

平成19年
（2007年）度

平成20年
（2008年）度

平成21年
（2009年）度

平成22年
（2010年）度

３歳児   875   906   810   837   857 

保育園   464   505   477   475   493 

幼稚園   411   401   333   362   364 

４歳児   941   994   978   937   911 

保育園   506   500   525   488   490 

幼稚園   435   494   453   449   421 

５歳児 1,009   951   988 1,010   940 

保育園   516   503   498   533   481 

幼稚園   493   448   490   477   459 

３歳から５歳計 2,825 2,851 2,776 2,784 2,708 

保育園 1,486 1,508 1,500 1,496 1,464 

幼稚園 1,339 1,343 1,276 1,288 1,244 

０歳児　保育園   154   158   142   161   178 

１歳児　保育園   327   324   326   357   372 

２歳児　保育園   452   418   431   422   432 

０歳から５歳計 3,758 3,751 3,675 3,724 3,690 

保育園 2,419 2,408 2,399 2,436 2,446 

幼稚園 1,339 1,343 1,276 1,288 1,244 

※ 市外に通園する者も含む。各年度保育園は４月１日、幼稚園は５月１日現在
資料：子育て支援課

 図表65　就学前に保育園や幼稚園などに入園している児童の推移 （単位　人）
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▶ 基本施策

① 家庭教育の機能
充実

Ａ　家庭における教育力の向上
　○ 乳幼児期の子どもを持つ親を対象とした各種講座を開催し、幼児教育に関する
情報の提供に努め、家庭における教育力の向上をはかります。

　○ 親子スポーツ教室などを開催し、親子がともにふれあい、信頼関係を築いてい
くとともに、子どもの成長を実感できる機会の充実に努めます。

Ｂ　啓発・相談事業の推進
　○ 幼児教育の大切さはもとより、子育ての意義や親の役割、男女が相互に協力し
て家庭を築くことの重要性などの啓発に努め、将来にわたる子どもの健やかな
成長を確保します。

　○ 子ども家庭支援センター＊や子育てひろば＊、つどいのひろば＊を活用し、子ど
もの保育や教育に対する情報の提供と相談事業の充実に努めます。

②地域教育の向上 Ａ　交流の場の確保
　○ 児童センターの活用をはかるとともに、地域の自主的な活動を支援し、親同士
の情報交換と交流の場の確保に努めます。

　○ 児童遊園＊や一時開放子どもの広場＊の適切な維持、管理に努め、子ども同士が
自然のなかで遊び、交流する環境の確保をはかります。

　○ 保育園や幼稚園に通園していない幼児に対しては、児童センターなどを活用し、
集団活動などの機会や、子どもと親が交流する場の提供に努めます。

Ｂ　地域の教育環境の確保
　○ 豊かな人間形成に向け、保育園や幼稚園、家庭、地域が一体となって、地域の
健全な教育環境の確保に努めます。

　○ 地域における幼児教育の自主的な活動を支援し、地域全体で子どもの育ちを支
える環境の整備をはかります。

③ 幼稚園等での教
育の充実

Ａ　教育内容の充実
　○ 幼稚園などで培ってきた幼児教育のノウハウや成果を、家庭や地域における幼
児教育に活用する環境の整備をはかります。

　○ 認定こども園制度＊を活用し、教育と保育の一体的な提供を進め、地域におけ
る子育てを支援するとともに、幼児教育の充実に努めます。

　○ 障害のある幼児に対しては、特別支援教育＊の考え方に基づく、一人ひとりの
個性とニーズに配慮した幼児教育の提供をはかります。

　○ 幼児教育を担う教職員などの研修を支援し、その資質や専門性の一層の向上を
はかります。

　○ 保育園においては、遊びをとおして、集団活動、体育、表現、製作などの教育
的活動の充実に努め、学齢期に向けた子どもの健やかな成長を支えていきます。

施　策　名 主な取り組みの内容
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１　ともに育む（学校教育の充実）

▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

就学前に保育園や幼稚園など
に入園している児童（３歳～
５歳）の割合

90.6％※ 93.0％ 95.0％

※ 子育て支援課（平成22年４月１日）による。

③ 幼稚園等での教
育の充実

Ｂ　学校教育との連携
　○ 幼児教育の成果を小学校以上の教育に連続してつなげていくため、学校教育と
の連携を推進します。

　○ 幼稚園や保育園、認証保育所と小学校が連携し、保護者や地域も含めた交流活
動を積み上げ、幼児教育から小学校教育への円滑な移行だけでなく、双方の質
の向上につなげていきます。

Ｃ　就園などの支援
　○ 幼稚園や保育園、認証保育所は、集団活動などをとおして、家庭では体験でき
ない幼児教育の実践の場となります。引き続き、幼稚園等での幼児教育を奨励
するとともに、保護者の経済的負担の軽減に努めます。

　○ 引き続き、国や東京都に対し、保護者の経済的負担の軽減などに関する制度の
充実を要請します。

すこやか教室
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（2）学校教育
▶ 施策の目指す姿

　安全で質の高い学習環境が整備され、地域が学校を支えるなかで、確かな学力と豊かな人間性、

健やかな体がバランス良く身についた「たくましい昭島っ子」が育ち、社会に貢献しています。

▶ 現状と課題

◇ 市内には平成22年（2010年）５月１日現在、市立
小学校15校に5,842人の児童が、市立中学校６校
に2,576人の生徒が通っており、１学年あたりの
学級数は小学校で2.2学級、中学校で4.3学級となっ
ています。また、小学校の教員一人あたりの児童
数は19.0人、１学級あたりの児童数は28.5人で、
中学校の教員一人あたりの生徒数は17.4人、１学
級あたりの生徒数は33.0人となっています。
◇ 市立学校の屋外運動場の面積は小学校の平均で
8,354㎡、中学校の平均で9,716㎡、体育館の面積
は小学校の平均で816㎡、中学校の平均で974㎡と
なっています。また、全校が25ｍ×10ｍ以上のプー
ルを有しています。
◇ 本市では小中学校で給食を実施しており、12校
（小学校９校、中学校３校）が共同調理場方式で、
９校（小学校６校、中学校３校）が自校給食方式

で給食を提供しています。
◇ 都市化、少子化の進展や経済的な豊かさの実現な
ど、社会が成熟するなかで、家庭や地域の教育力
の低下が指摘されています。また、それにともな
い、子どもの学ぶ意欲や学力・体力も低下し、児
童の問題行動なども発生しています。

◇ 経験豊かな教員が大量に退職する時期を迎え、質
の高い教育を提供していくためには、教育の担い
手である教員の指導力の向上が重要となっていま
す。また、子どもの指導に十分時間を確保できな
いといった教員の現状もあります。

◇ 昭島市教育委員会では、平成22年（2010年）に、
教育振興のための施策に関する基本的な計画とし
て教育振興基本計画を策定し、学校教育と生涯学
習の総合的な振興をはかっています。

現　状

◎ 大きな可能性を持つ子どもたちが未来をたくまし
く切り拓いていけるように、子どもたちの確かな
学力を育み、豊かな心を醸成し、健やかな体を育
てていくことが求められています。
◎ 質の高い教育を提供していくため、教員養成や研
修などにより教員の資質や能力の向上に努めると
ともに、教員が一人ひとりの子どもに十分に向き

合うことができる環境の整備が求められています。
◎ 教育に対するニーズの高まりや、価値観・倫理観
などの変化を背景に、学校は多くの深刻な課題を
抱えています。これらに対応していくため、家庭、
学校、地域が相互に連携し、地域全体で学校を支
える仕組みを整えることが求められています。

課　題
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１　ともに育む（学校教育の充実）

年
区分 学校数 学級数 総数 １年 2年 3年 4年 5年 6年

平成18年（2006年） 15 196 5,837 984 1,008  938  973  974 960

平成19年（2007年） 15 196 5,854 955  990 1,017  934  978 980

平成20年（2008年） 15 196 5,781 923  951  993 1,012  928 974

平成21年（2009年） 15 193 5,770 978  920  943 1,000 1,007 922

平成22年（2010年） 15 197 5,842 981  991  924  949 1,000 997

資料：学務課

図表66　市立小学校児童数の推移

年
区分 学校数 学級数 総数 1年 ２年 ３年

平成18年（2006年） 6 78 2,726 881 922 923

平成19年（2007年） 6 79 2,675 871 880 924

平成20年（2008年） 6 79 2,617 864 874 879

平成21年（2009年） 6 78 2,628 887 866 875

平成22年（2010年） 6 77 2,576 831 881 864

資料：学務課

図表67　市立中学校生徒数の推移

お弁当の日
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▶ 施策の体系

学
校
教
育

①教育振興基本計画の推進

Ａ　確かな学力の定着
Ｂ　豊かな心の醸成
Ｃ　健やかな体の育成

②学校教育の充実

Ａ　「開かれた学校」の推進
Ｂ　家庭・地域の教育力の向上

③家庭・地域との連携

Ｆ　学校運営の改善
Ｅ　安全対策の充実
Ｄ　学校給食の充実
Ｃ　環境への配慮
Ｂ　教育ICT＊化の推進
Ａ　施設の維持と活用

④教育環境の整備

Ｄ　就学の支援
Ｃ　キャリア教育＊の推進
Ｂ　国際理解教育の推進
Ａ　環境教育の推進

⑤豊かな未来の実現

▶ 基本施策

① 教育振興基本計
画の推進

ふるさと昭島の自然や文化を愛し、社会に主体的に貢献できる「たくましい昭島っ
子」の育成に向け、教育振興基本計画の総合的な推進をはかります。

施　策　名 主な取り組みの内容

放課後の子どもたち
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１　ともに育む（学校教育の充実）

②学校教育の充実 Ａ　確かな学力の定着
　○ 家庭での学習の習慣化を促進し、基礎・基本を重視した学習指導の充実に努め
るとともに、学習のつまずきを早期に立て直すため補習指導に取り組み、新学
習指導要領の着実な実施をはかります。

　○ 児童・生徒の興味や関心、意欲を高める「分かる授業」を目指し、習熟度別の
少人数指導やティームティーチング＊などに取り組み、個に応じた学習指導の
充実に努めます。

　○ 教員の経験や能力に応じた研修の充実に努めるとともに、OJT＊の実施などに
より経験豊かな教員の実践的知識や指導技術を若手教員に引き継ぎ、教員の力
量を高め、指導力の向上をはかります。

　○ 児童・生徒に対する情報教育を推進し、ICT＊を活用する能力の育成をはかると
ともに、家庭や地域と連携し、情報社会のなかで適切に活動するための基礎と
なる考え方や態度の習得に努めます。

　○ 学校図書館の充実に努めるとともに、図書ボランティアなどの活用を推進し、
児童・生徒の読書活動の活性化をはかります。

　○ 特別な支援を必要とする児童・生徒が、その持てる力を高め、生活や学習上の
困難を克服していけるように、一人ひとりのニーズに応じた特別支援教育＊の
推進に努めます。

　○ 小中学校での学習の連続性を踏まえ、教育活動における小中連携を推進します。

Ｂ　豊かな心の醸成
　○ 他人を尊重し、認め合うとともに、進んで社会に貢献するなど、児童・生徒が
社会の責任ある一員として生きる自覚を促し、そのために必要となる資質を養
うため、学校での教育活動全体をとおして心の教育を推進します。

　○ 障害のある児童・生徒と障害のない児童・生徒や地域の人たちとがふれあい、
ともに活動する機会を設け、障害のある児童・生徒の経験を広め、社会性を養い、
好ましい人間関係の育成に努めるとともに、同じ社会に生きる人間として、互
いを正しく理解し、ともに助け合い、支え合って生きていくことを学ぶ、交流
教育の充実をはかります。

　○ 児童・生徒の豊かな情操や規範意識、公共の精神などを育むため、道徳教育や
人権教育などの充実をはかります。

　○ 集団宿泊活動や奉仕体験活動、文化芸術活動など、他人や社会、自然環境との
直接的なかかわりがもてる体験活動の充実をはかります。

　○ スクールカウンセラー＊の活用や教育相談体制の充実に努め、教育相談を必要
とするすべての児童・生徒が適切な相談を受けられる環境の整備をはかるとと
もに、問題行動を起こす児童・生徒に対しては、それぞれの学校の状況に応じ、
適切な指導ができる体制づくりを行います。

　○ 関係機関と連携し、学校に適応できない児童・生徒の教育機会の充実に向けた
支援に努めます。
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②学校教育の充実 Ｃ　健やかな体の育成
　○ 児童・生徒の発達段階に応じた適切な体育科、保健体育科の授業の実施をはか
るとともに、家庭科や技術・家庭科、特別活動＊などをはじめ、学校全体で、
体育や健康に関する指導の充実に努めます。

　○ 家庭や地域と連携し、協力して、児童・生徒の健康の保持・増進に関する実践
力の育成に努めます。

　○ 健康診断の適切な実施をはかり、児童・生徒の健康の保持や疾病の早期発見に
努めます。

　○ 部活動は、責任感や連帯感を育むとともに学習意欲の向上にもつながります。
特に、生徒の体力向上にとって、運動部活動の果たす役割は大きいものがあり、
中学校運動部活動の振興により、体力の向上をはかります。

　○ 児童・生徒が食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身につけ、生涯にわたっ
て健康な体を育んでいくため、食育＊の推進をはかります。

　○ 食育の推進にあたっては、単に「食」のみへの取り組みだけでなく、命の源で
ある「食」を支える「農業」への理解を深める食農教育＊として位置づけ、そ
の充実に努めます。

③ 家庭・地域との
連携

Ａ　「開かれた学校」の推進
　○ 家庭や地域との連携を強化し、地域に開かれた学校の推進に努め、地域全体で
学校を支え、子どもたちを健やかに育む環境を整備します。

　○ 保護者や地域住民の参画をはかり、地域に開かれた信頼される学校づくりを進
め、家庭、地域と一体となった学校の活性化をはかります。

　○ 学校評議員＊制度の活用をはかり、地域の声が学校運営に反映される環境の整
備に努めます。

Ｂ　家庭・地域の教育力の向上
　○ 家庭は、子どもたちが基本的な生活習慣などを身につけ、家族愛のなかで心の
居場所を見出す大変重要な場です。家庭教育の自主性を尊重しつつも、家庭と
の連携を強化し、一体となって家庭教育の充実に努めます。

　○ 地域や関係機関と連携し、社会全体で家庭教育を支援し、すべての親が自信を
持って、安心して家庭教育ができる環境の整備をはかります。

　○ 地域は、子どもたちが、友達との遊びや世代の異なるさまざまな人とのふれあ
いをとおして、自立心や自制心を培う場となり、学校教育が効果的に展開され
る基盤となります。地域との連携と協力を強化し、子どもたちが成長し、発達
していく場となる地域の教育力の向上に努めます。

　○ 地域の人材や学校支援のボランティアの活用をはかり、授業や放課後の学習活
動、学校行事や部活動の充実に努めます。
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１　ともに育む（学校教育の充実）

④教育環境の整備 Ａ　施設の維持と活用
　○ 学校の耐震化は平成23年（2011年）度に終了しますが、引き続き、校舎やトイ
レの改修、除湿温度保持機能の復旧工事などを計画的に進めます。

　○ 体育館やプールの計画的な維持、管理に努めるとともに、これらの施設の地域
開放を推進します。

　○ 余裕教室の効果的な活用をはかり、時代の変化に対応した、より豊かな教育環
境の整備に努めます。

　○ 児童・生徒が使いやすい施設を目指すとともに、学校施設の地域開放を踏まえ、
ユニバーサルデザイン＊に配慮し、施設のバリアフリー＊化を進めます。

　○ 施設の安全点検や環境衛生検査の適切な実施をはかり、安全で快適な教育環境
の維持に努めます。

Ｂ　教育ICT＊化の推進
　○ 平成21年（2009年）度に策定した教育ICT化の推進方針書に基づき、学校のICT
化を推進し、効率的な校務処理の実現による教員の負担軽減をはかるとともに、
児童・生徒一人ひとりに対応した、きめ細かな指導の充実に努めます。

　○ ICTを積極的に活用し、豊富なデジタル教材を用いたわかりやすい授業の充実
に努めます。

　○ 学校情報の積極的な提供と、地域、保護者、学校の情報連携の充実に努め、開
かれた学校の推進をはかります。

　○ 児童・生徒への情報教育の充実に努めるとともに、学校関係者の情報セキュリ
ティ意識の向上に努め、学校が保有する情報の安全な管理を徹底します。

Ｃ　環境への配慮
　○ 学校の緑化に努め、緑豊かな環境の整備をはかります。
　○ 太陽光発電など新エネルギー＊の導入や、校庭の芝生化など、環境に配慮した
整備を進めます。

Ｄ　学校給食の充実
　○ 献立内容の工夫や米飯給食の充実、個別食器の採用などを進め、できる限り手
づくりにこだわった、豊かでおいしい給食の提供に努めます。

　○ 安全な給食の提供を第一に、食材の適切な選定や、食品衛生検査などの充実を
はかり、安全衛生基準の徹底に努めます。

　○ 学校給食施設の計画的な維持、管理に努めるとともに、今後の施設のあり方に
関する検討を進めます。

　○ 学校給食の食材として、新鮮で安全な地場農畜産物の積極的な活用をはかりま
す。

　○ 地場農畜産物の活用を食農教育＊の機会としてとらえ、児童・生徒の地域の農
業への関心と理解を深めていきます。

　○ 食の大切さや学校給食の役割、家庭での食事の重要性などについての啓発に努
め、家庭における食育＊の推進をはかります。
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④教育環境の整備 Ｅ　安全対策の充実
　○ 生活安全、交通安全、災害安全に関する安全教育の体系的な実施に努め、子ど
もたちが、生涯にわたって安全な生活をおくるために必要な「危険を予測し回
避する能力」の育成をはかります。

　○ 万一の事態に備えた防災・防犯訓練の実施などに努め、校内における児童・生
徒の安全対策を徹底します。

　○ 校外において、児童・生徒が事件や事故に巻き込まれないように、登下校時の
見守りなど、地域と連携した安全対策の充実をはかります。

Ｆ　学校運営の改善
　○ 学校が自ら行う自己評価に加え、保護者や学校評議員＊等による関係者評価、

学識経験者等による第三者評価など、学校評価システム＊の確立をはかり、結
果を公表するとともに、学校運営の改善につなげていきます。

　○ 「昭島市立学校適正規模適正配置等審議会」の答申を踏まえ、引き続き、学校
の規模や配置の適正化について検討を進めます。

⑤ 豊かな未来の実
現

Ａ　環境教育の推進
　○ 児童・生徒が環境問題に強い関心と深い理解を持ち、主体的に取り組み実践で
きるように、環境教育を推進します。

Ｂ　国際理解教育の推進
　○ 児童・生徒が広い視野を持ち、異文化に関する理解を深め、世界の人々と協調
して生きていく態度を身につけることができるように、国際理解教育を推進し
ます。

　○ 国際社会において、相手の立場を尊重しつつ、自分の考えや意思を伝えること
ができる基礎的な力を養成するため、段階に応じ、外国語によるコミュニケー
ション能力の育成をはかります。

　○ 国際理解教育の推進に向け、児童・生徒が海外の人とふれあう機会や、生徒が
海外の学生と相互に交流する機会の提供に努めます。

Ｃ　キャリア教育＊の推進
　○ 児童・生徒の望ましい勤労観や職業観を育み、将来の進路目標につなげていく
ため、キャリア教育を推進します。

　○ キャリア教育の推進により、自立した社会人、職業人として生活していくため
に必要な資質や能力の育成に努めます。

　○ 小学校段階から、発達段階に応じた体験活動の充実に努めます。

Ｄ　就学の支援
　○ 経済的理由により学用品費や給食費などの支出が困難な家庭を対象として、引
き続き、就学援助を実施します。

　○ 経済的理由により高校や大学への就学が困難な生徒を対象とした、奨学金制度
の充実に努めます。
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１　ともに育む（学校教育の充実）

▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

家庭学習の習慣が身について
いると回答した児童・生徒の
割合

小学校 70.8％※1 75.0％ 80.0％

中学校 44.2％※1 45.0％ 50.0％

相談できる先生がいると回答
した児童・生徒の割合

小学校 55.7％※1 60.0％ 65.0％

中学校 39.1％※1 40.0％ 45.0％

全国体力・運動能力、運動習
慣等調査における体力合計点
（80点満点）

小
学
校

男子 54.7点※2 55点 58点

女子 54.1点※2 55点 59点

中
学
校

男子 34.3点※2 41点 45点

女子 39.1点※2 48点 52点

※１ 指導室（平成22年度）による。
※２ 指導室（平成21年度、小学校７校、中学校２校の抽出調査）による

入学式

成隣小マラソン
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図表68　学校現況図
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成隣小学校

拝島第二小学校

光華小学校

清拝島第四小学校

（私立）学校法人啓明学園

拝島第一小学校

多摩辺中学校

田中小学校

拝島第三小学校

拝島中学校
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１　ともに育む（学校教育の充実）

凡　例

小学校

中学校

市立小学校区域

市立中学校区域

●

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

○

清泉中学校

つつじが丘北小学校

中神小学校

つつじが丘南小学校

瑞雲中学校

東小学校

玉川小学校

共成小学校

富士見丘小学校

昭和中学校

福島中学校

武蔵野小学校
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（1）青少年の健全育成
▶ 施策の目指す姿

　心身ともに健康で、他者を思いやる心を持った青少年が、地域社会の一員として成長し、自ら

の可能性を十分に発揮しています。

▶ 現状と課題

◇ 青少年期は、心身の発達にともない、子どもから
若者へと成長するとともに、社会の担い手として
生活の基盤を確立し、社会へ参画・貢献していく
時期として位置づけられています。青少年の定義
はさまざまですが、０歳からおおむね30歳未満ま
でが該当するものとされ、平成22年（2010年）１
月１日現在の本市の当該人口は33,874人で、少子
化の影響もあり、ここ10年間で、3,500人余り、9.6％
の減となっています。
◇ 青少年が犯罪の被害者となる事件が相次ぐ一方、
青少年による、これまででは考えられなかったよ
うな重大事件も発生し、青少年の安全で安心な成
長に対する懸念が高まっています。こうしたこと
の背景として、家族や周囲との円滑な関係やコ

ミュニケーションの欠如、不安定な就労環境、保
護者の経済的な困難や周囲からの孤立などが指摘
されています。

◇ 平成20年（2008年）に昭島警察署が補導した不良
行為少年（非行少年には該当しないが、喫煙等の
不良行為により補導された20歳未満の者）は702
人となっています。補導数は、平成13年（2001年）
をピークに、減少傾向にありますが、人口10,000
あたりの補導数を見ると、昭島警察署管内（64人）
は多摩地域の平均（34人）を上回っています。

◇ 国は、平成20年（2008年）に新たな「青少年育成
施策大綱」を策定し、一人ひとりの青少年の健や
かな成長を保障する社会の実現を目指し、青少年
育成施策の推進をはかっています。

現　状

◎ 青少年は、家族にとっても、社会にとっても、可
能性を秘めたかけがえのない存在です。こうした
青少年が健やかに成長し、それぞれの可能性を広
げ、それが実現できるように、青少年の立場に立
ち、現在の生活と将来の成長の両面を支援してい
くことが必要です。
◎ 青少年の健全育成については、０歳からおおむね

30歳までの幅広い年齢層を対象としているため、
幼年期、学童期、思春期、青年期及びポスト青年
期の各年齢期ごとに、その特性や個人差に配慮し、
各年齢期の連続性を重視するとともに、縦割りの
対応を排除した総合的な施策の展開が必要となっ
ています。

課　題
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２　ともにあゆむ（青少年の育成）

▶ 基本施策

① 健全育成体制の
整備

Ａ　健全育成組織の充実
　○ 青少年の健全育成にかかわる地域の活動を支援します。
　○ 青少年の健全育成にかかわるすべての組織の連携を深め、健全育成体制の充実
に努めます。

　○ 関係機関相互のネットワークを充実させ、情報の収集と提供をはかり、情報の
共有と一体的な活用を進めます。

　○ 青少年の健全育成にかかわるすべての組織や個人が、青少年との信頼関係の上
に、相互に協力しながらそれぞれの役割に取り組む体制の整備を進めます。

Ｂ　相談活動の充実
　○ 専門の相談員による相談活動の充実に努め、青少年の育成を担う保護者が、必
要なときに身近できめ細かな相談を受けられる環境を整備します。

施　策　名 主な取り組みの内容

▶ 施策の体系

Ｄ　健全な社会環境の確保
Ｃ　青少年団体の育成
Ｂ　相談活動の充実
Ａ　健全育成組織の充実

①健全育成体制の整備

Ｃ　学童期
Ｄ　思春期
Ｅ　青年期・ポスト青年期

Ｂ　乳幼児期
Ａ　一体的で連続した取り組み

②年齢期ごとの取り組み

③体験と交流の推進
Ａ　体験活動の充実
Ｂ　交流活動の推進

青
少
年
の
健
全
育
成

図表69　昭島警察署による不良行為少年の補導数

年　　　度 平成17年
（2005年）度

平成18年
（2006年）度

平成19年
（2007年）度

平成20年
（2008年）度

平成21年
（2009年）度

人　　　数 765 685 863 702 256

資料：警視庁統計
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① 健全育成体制の
整備

Ｃ　青少年団体の育成
　○ 子ども会や青少年グループなど、青少年が自ら参加し活動する団体の育成を支
援します。

　○ 小学生リーダーをはじめとした段階的な青少年リーダーの育成をはかるととも
に、その活用の場の充実に努めます。

Ｄ　健全な社会環境の確保
　○ 青少年の事故や非行を未然に防ぐため、相談・指導体制を充実するとともに、
非行防止などに関する市民への啓発に努めます。

　○ 地域や関係機関との連携により、有害図書対策や薬物乱用防止啓発活動の推進
をはかります。

② 年齢期ごとの取
り組み

Ａ　一体的で連続した取り組み
　○ 青少年の健全育成については、年齢期ごとの特性や個人差に十分配慮するとと
もに、各年齢期の連続性の確保をはかり、家庭や地域、関係機関と一体となっ
た取り組みを進めます。

Ｂ　乳幼児期
　○ 児童福祉や幼児教育に関する施策の展開により、幼児の心身の調和の取れた発
達を支援し、健やかな成長の基礎形成をはかります。

　○ 地域全体で子育てを支援する環境の整備や保育サービスの充実などに努め、
ワーク･ライフ･バランスを推進し、子育て家庭の支援をはかります。

Ｃ　学童期
　○ 学校教育の充実に向けた施策の展開により、確かな学力の定着、豊かな心の醸
成、健やかな体の育成をはかります。

　○ 環境教育や国際理解教育、キャリア教育＊などを推進し、青少年の社会的な自
立や未来の成長につながる支援をはかります。

Ｄ　思春期
　○ 家庭、地域、学校の連携により、日常生活能力や社会生活能力の習得を支援す
るとともに、勤労観や職業観、職業に関する知識や技能の育成をはかります。

　○ 思春期にある若者の特性に配慮し、適切な距離感により成長を支援し、必要と
なる社会規範や知識、能力を身につけ、大人への移行がスムーズに開始できる
ような環境の整備に努めます。

　○ 家庭や地域、関係機関の連携により、非行の未然防止、早期発見、早期対応に
努めるとともに、思春期に多く見られる心の問題に対する相談体制の充実に努
めます。

Ｅ　青年期・ポスト青年期
　○ 就業や起業、職業能力の向上などの支援に努め、青少年の社会的自立を進めます。
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２　ともにあゆむ（青少年の育成）

③ 体験と交流の推
進

Ａ　体験活動の充実
　○ 青少年が自然を直接体験できる機会を提供し、環境に対する興味や関心を高め、
自然環境を大切にする心を育てます。

　○ 体験学習の充実に努め、他人と協調し、他人を思いやる心や、自尊感情の育成
をはかります。

　○ 青少年が自ら計画して、主体的に判断し、協調して実現する、体験的な活動の
場を設けます。

Ｂ　交流活動の推進
　○ 青少年の交流事業の推進をはかり、幅広い視野と相互の理解を深め、自立心や
国際理解力を養います。

▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

昭島警察署による不良行為少
年の補導数 702人※ 500人 300人

※ 警視庁統計資料（平成20年）による
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（1）生涯学習
▶ 施策の目指す姿

　誰もが、自分の意思で自由に学ぶことができる環境が整い、地域のつながりときずなを実感し、

豊かな人生をおくっています。

▶ 現状と課題

◇ 内閣府が平成20年（2008年）に実施した生涯学習
に関する世論調査によると、今後、生涯学習をし
てみたいと回答した者の割合は７割を超えていま
す。また、その理由については、興味があり、趣
味を広げ豊かにするため（59.1％）、健康・体力
づくりのため（40.5％）、他の人との親睦を深め
たり、友人を得るため（38.1％）が上位３項目（複
数回答）となっています。
◇ 平成20年（2008年）年度に実施した市民意識調査
では、生涯学習のなかで関心のあるものとして、
ジョギング、テニス、ハイキングなどのスポーツ・
レクリエーション（37.3％）、栄養、健康法など
の健康管理のための学習（28.9％）、英会話、パ

ソコンなどの資格や技能の習得のための学習
（28.4％）が上位３項目（複数回答）となってい
ます。

◇ 近年、生涯学習は、いわゆる「生きがい・教養」
だけでなく、職業能力の向上や新たな技術等の習
得、地域や家庭の教育力の向上、子どもたちの基
本的な生活習慣の習得など、幅広い分野を担って
おり、生涯学習の充実により、一人ひとりの資質、
能力の向上をとおして社会全体の活性化をはかる
ことが求められています。

◇ 本市では、平成15年（2003年）に生涯学習推進計
画を策定し、市民相互と地域のつながりを育てる
生涯学習を目標とし、その推進をはかっています。

現　状

◎ すべての者が、自己の人格を磨き、豊かな人生を
おくることができるように、その生涯にわたって、
あらゆる機会に、あらゆる場所で学習することが
でき、その成果を適切に活かすことができる生涯

学習社会の実現が求められています。
◎ 学校、家庭、地域、行政が連携し、協力しながら
それぞれの教育力の向上に努め、社会全体で生涯
学習の推進をはかることが求められています。

課　題
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

項目
年度 公民館延利用者数

市民文化祭
市民講座参加者数

参 加 者 数

平成17年
（2005年）度 137,096 17,598  96

平成18年
（2006年）度 127,956 15,735 149

平成19年
（2007年）度 139,021 15,307 108

平成20年
（2008年）度 120,311 16,659 140

平成21年
（2009年）度 128,606 12,771 207

資料：市民会館・公民館

図表70　公民館延利用者、市民文化祭参加者及び市民講座参加者の推移

 （単位　人）

いきいき健康フェスティバル
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▶ 基本施策

① 生涯学習推進体
制の整備

Ａ　生涯学習の計画的な推進
　○ 生涯学習推進計画に基づき、引き続き、生涯学習の計画的な推進に取り組むと
ともに、同計画の計画期間を踏まえ、計画の見直し（第二次計画の策定）をは
かります。

　○ 教育振興基本計画に基づき、家庭や地域の教育力の向上と活用に努めるととも
に、市民の学習活動、スポーツ活動、文化芸術活動の振興をはかります。

Ｂ　推進組織の充実
　○ 生涯学習校区協議会に関する情報の提供と啓発をはかり、協議会の組織の拡大
と活動の充実に努めます。

　○ 生涯学習を担う人材の発掘と育成に努めるとともに、生涯学習にかかわる個人
や団体のネットワーク化を推進します。

Ｃ　学習の場の整備
　○ 多目的な機能を有した社会教育複合施設の整備について、引き続き検討を進め
ます。

　○ 市立会館や学校など、既存の公共施設の多目的な活用を進め、生涯学習の場の
充実に努めます。

施　策　名 主な取り組みの内容

▶ 施策の体系

生
涯
学
習

Ａ　生涯学習の計画的な推進
Ｂ　推進組織の充実
Ｃ　学習の場の整備
Ｄ　学習機会の充実

①生涯学習推進体制の整備

②生涯学習の推進

Ｄ　文化芸術活動の振興
Ｃ　スポーツ活動の振興
Ｂ　学習活動の振興
Ａ　家庭・地域の教育力の向上と活用

③公民館活動の充実
Ｃ　学習活動の広域的連携
Ｂ　市民の学習活動の支援
Ａ　主催事業の充実
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

① 生涯学習推進体
制の整備

Ｄ　学習機会の充実
　○ 対象別、課題別の学習講座を多様な方法で開設し、学習機会の充実をはかります。
　○ 多摩地区の大学や企業など地域の教育資源の積極的な活用をはかります。
　○ 市内の歴史・文化財めぐりや、企業での参加型のイベントなど、産業観光の推
進が生涯学習につながる側面もあります。観光とコラボレーションした生涯学
習の提供を進め、相互の振興をはかります。

②生涯学習の推進 Ａ　家庭・地域の教育力の向上と活用
　○ 家庭の自主性を尊重しながら、家庭、地域、学校、関係機関との連携と協力に
より、家庭の教育力の向上に努めます。

　○ 地域の人材やボランティアの活用をはかるとともに、家庭、地域、学校、関係
機関が連携し、協力して地域ぐるみの教育を推進します。

Ｂ　学習活動の振興
　○ 市民の学習ニーズを的確に把握し、学習講座の充実をはかり、いつでもどこで
も学ぶことのできる生涯学習社会の実現に向け、学習の機会と場の充実に努め
ます。

　○ 生涯学習の成果が適切に評価され、それを地域に還元していける環境の整備を
進め、学習意欲の向上や学習者相互のネットワーク化をはかり、生涯学習の振
興が地域の活性化につながるまちづくりを進めます。

Ｃ　スポーツ活動の振興
　○ スポーツ振興計画を基本とし、誰もが生涯をとおしてスポーツを楽しみ、健康
で明るい生活がおくれるように、生涯スポーツ活動の振興に努めます。

Ｄ　文化芸術活動の振興
　○ 「昭島市文化芸術の振興に関する基本方針」に基づき、市民の文化芸術活動の
振興をはかり、心豊かで活力あるあきしまの実現に努めます。

③ 公民館活動の充
実

Ａ　主催事業の充実
　○ 対象別や課題別の各種講座など、市民の学習ニーズを的確に捉えた主催事業の
充実に努めます。

　○ 学習講座の企画、運営への参画を進めるなど、市民の主体的な活動による、生
涯学習の推進をはかります。

　○ 市立会館など、身近な施設を活用した地域公民館事業の充実に努めます。

Ｂ　市民の学習活動の支援
　○ 市民の自主的な学習活動の支援を進めるとともに、新たに公民館活動に参加し
ようとする市民が参加しやすい環境の整備をはかります。

Ｃ　学習活動の広域的連携
　○ 学習活動の広域的な連携をはかり、社会の変化に対応した学習活動の充実に努
めます。
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▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

市民講座の参加者数 207人※ 240人 270人

公民館年間延べ利用者数 128,606人※ 135,000人 140,000人

※ 市民会館・公民館（平成21年度）による
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

習字フラッグ

少年少女サッカー教室
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図表71　社会教育・スポーツ施設の現況図
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）
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（2）図書館活動
▶ 施策の目指す姿

　図書館が地域に開かれた知の拠点として市民の学びを支え、暮らしに役立ち、人と本のよりよ

い出合いの場となっています。

▶ 現状と課題

◇ 市民図書館は本館と２つの分館、２つの分室、移
動図書館で運営されています。平成21年（2009年）
度末の蔵書数は329,971冊、個人登録者は25,911人
で、登録率は22.8％となっていますが、登録率に
ついては減少傾向にあります。また、平成21年
（2009年）度の貸出冊数は691,372冊で、市民一
人あたり6.1冊となっています。
◇ 市民図書館では、録音図書の貸出しや対面朗読の
実施など、図書館利用に障害のある方の読書活動
を支援しています。また、図書館の資料や機能を
活用して、利用者の調査・研究のための援助や情
報提供（レファレンスサービス）を行っており、

平成21年（2009年）度には2,543件の相談を受付
けています。

◇ 市民図書館では、小金井市と図書館システムを共
同利用するとともに、福生市、あきる野市と相互
利用を行うなど、広域的な連携を推進しています。

◇ 市民図書館では、平成19年（2007年）３月に「子
ども読書活動推進計画」を策定し、同計画に基づ
き、子どもと本とを「つなぐ」読書環境の整備を
進め、子どもたちが本と出合い、自ら本を楽しみ、
読書する力を身につけて、豊かな人間としてより
よく成長していけるように、子どもの読書活動を
支援しています。

現　状

◎ これからの図書館では、閲覧や貸出、リクエスト
などの基本的なサービスの充実だけでなく、経営
の効率化、学校図書館や他の図書館との広域的な
連携など、利用者の視点に立った事業の展開が必
要となっています。
◎ これからの図書館には、読書活動を支援するだけ
でなく、地域の課題や市民が日常生活をおくる上
での問題解決に必要な資料や情報を提供するな

ど、地域や住民の課題解決を支援する社会教育施
設としての役割が求められています。

◎ 市民図書館（本館）の敷地は、都市計画道路の区
域となっており、工事にともない施設を移転する
必要があります。事業の推移や社会教育複合施設
の整備計画などを踏まえ、中央図書館の建設につ
いて検討する必要があります。

課　題
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

▶ 施策の体系

Ｄ　サービス網の整備
Ｃ　子どもの読書活動の支援
Ｂ　図書館資料の充実
Ａ　図書館サービスの充実

①図書館活動の充実
図
書
館

活
動　

▶ 基本施策

① 図書館活動の充
実

Ａ　図書館サービスの充実
　○ 隣接自治体との相互利用を推進するとともに、市民が利用しやすい図書館を目
指し、サービスの充実に努め、利用者の利便性の向上をはかります。

　○ 図書館の利用に障害のある方の読書活動の支援に努めます。
　○ 図書館は、利用者のニーズに応じ、さまざまな形で活用することができます。
図書館の上手な使い方を市民にわかりやすく周知し、市民が暮らしのなかで積
極的に図書館を活用できる環境の整備をはかります。

　○ インターネットやデータベース、電子媒体などの有効な活用をはかるとともに、
ホームページの充実に努め、地域の多様な情報源として、レファレンスサービ
スや地域の課題解決への支援を充実します。

施　策　名 主な取り組みの内容

図表72　図書館の利用状況の推移

区分

年度

貸出登録（各年度３月31日現在） 貸出実績（各年度１年間）※1

個人登録者数
（人）

人口に対する率
（％） 貸出数（冊） 市民１人あたり

（冊） 回転率（回）※2

平成17年
（2005年）度 27,924 24.9 501,145 4.5 1.7

平成18年
（2006年）度 27,910 24.8 571,042 5.1 1.9

平成19年
（2007年）度 27,814 24.6 583,133 5.2 2.0

平成20年
（2008年）度 24,935 22.1 629,825 5.6 2.0

平成21年
（2009年）度 25,911 22.8 691,372 6.1 2.1

※1 各分館・分室及び移動図書館の貸出冊数も含む。
※2 1冊の本が1年間に貸出しされた回数を表す。

資料：市民図書館

155

CW3_T03078_07_03.indd   155CW3_T03078_07_03.indd   155 2011/07/04   9:43:132011/07/04   9:43:13
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラックDIC 216sDIC 216s



▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

市民一人あたりの貸出冊数  6.1冊※ 6.5冊 8.0冊

※ 市民図書館（平成21年度）による。

① 図書館活動の充
実

Ｂ　図書館資料の充実
　○ 利用者のニーズや社会的要請を考慮し、図書館資料の充実に努めるとともに、
図書館で利用しなくなった書籍などは、リサイクル本として、再利用を進めます。

　○ 地域の課題や日常生活で生じた問題の解決に向け、必要となる資料や情報の適
切な収集に努めるとともに、利用者が有効活用できるよう分類や展示等に配慮
し、付加価値を高めた提供に努めます。

Ｃ　子どもの読書活動の支援
　○ 子どもと本の出合いから読書習慣の確立に至るまで、子どもの発達段階に応じ、
家庭、学校、地域と連携し、子どもと本をつなぐ読書環境の整備を進めます。

Ｄ　サービス網の整備
　○ 多様化する市民ニーズに対応するため、社会教育複合施設の整備計画や図書館
の全体的な計画を勘案するなかで、拠点的機能を有した中央図書館の検討を進
めていきます。

市民図書館にて
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

（3）文化・芸術
▶ 施策の目指す姿

　あきしまの地域に根ざした市民文化がいきいきと花開き、誰もが文化・芸術を身近で味わい、

豊かでうるおいのあるくらしを実感しています。

▶ 現状と課題

◇ 国は、文化芸術振興基本法の規定に基づき、平成
19年（2007年）に文化芸術の振興に関する基本的
な方針（第２次基本方針）を策定し、文化芸術の
振興に関する施策の総合的な推進をはかっていま
す。
◇ 本市では、市制施行50周年を記念し、「彫刻銀河」
として、総合スポーツセンターに本市ゆかりの彫
刻家７名の作品を常設しています。また、本市の
郷土芸能を一堂に会した「郷土芸能まつり」を市
民や企業との協働＊により開催したり、市役所庁
舎で市民ロビーコンサートを実施するなど、市民
が文化芸術活動を発表する場や身近で文化芸術に
ふれる機会の提供に努めています。
◇ 現在、多くの市民が日常的に、公民館や市立会館
などを利用して活発に文化芸術活動を行っていま
す。こうした市民の日頃の活動は、毎年10月中旬
から11月初旬にかけて開催される市民文化祭でそ
の成果が発表されています。この市民文化祭は80
を超える団体や市民が参加し、演奏・演芸、展示、

対局・つどいなど多彩な催物が実施され、その企
画・運営は、各部門から選出された運営委員によっ
て担われています。毎年、延べ１万人を超える市
民が鑑賞に訪れ、市民相互の交流の場ともなって
います。

◇ 平成21年（2009年）度に実施した市民意識調査で
は、この１年間に音楽、演劇、美術などを外出し
て鑑賞したことがある市民の割合は46.9％となっ
ており、「興味はあるが、機会がない」「近くで鑑
賞する機会があれば、鑑賞したい」と興味を示し
た市民の割合は34.8％、「興味がない」とする市
民は15.0％となっています。

◇ 本市では、平成20年（2008年）に、文化芸術の振
興をはかるため、「昭島市文化芸術振興基本条例」
を制定するとともに、同条例に基づき、平成22年
（2010年）に「文化芸術の振興に関する基本方針」
を策定し、今後の文化芸術振興施策の方向性を明
らかにしました。

現　状

◎ これまで地域で培われてきた、地域に根ざした多
様な文化芸術の振興は、本市の文化芸術が発展し
ていく源泉となります。市民が生涯を通じて身近
に文化芸術に接し、個性豊かな文化芸術活動を行
うことができる環境の整備が課題となっています。
◎ 文化の多様性の理解に向けた国際理解教育や文化

芸術に関する教育の充実に努め、子どもの豊かな
心や感性を養うとともに、創造力やコミュニケー
ション能力を育み、国際社会で活躍する人材や地
域文化の担い手を育成することが必要となってい
ます。

課　題
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（％）

鑑賞したことがある 興味はあるが、機会がない 近くで鑑賞する機会があれば、鑑賞したい
興味がない その他 無回答

46.3

46.9

21.1

18.3

15.0

15.0

14.7

16.5

1.9

3.3

1.0

0.0

平成19年(2007年)調査
(総数＝801人) 

平成21年(2009年)調査
(総数＝842人) 

資料：平成21年（2009年）・市民意識調査結果

図表73　音楽・演劇・美術の鑑賞頻度

問　 あなたは、この1年間に音楽、演劇、美術などを外出して鑑賞したことがありますか。
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

▶ 基本施策

① 文化芸術活動の
推進

Ａ　市民文化の育成
　○ 地域の文化力の向上に努め、あきしまらしさを育み、地域に根ざした市民文化
の育成をはかります。

　○ 市民が文化芸術に親しみ、感動や喜び、やすらぎなどを享受することができる
ように、市民が身近な場所で文化芸術にふれることができる環境の整備に努め
ます。

　○ 他の自治体との広域的な連携や、文化団体、芸術家とのネットワークの形成を
進めるとともに、文化芸術に関する情報の収集と提供の充実に努めます。

Ｂ　自主的な活動の支援
　○ 生涯学習としての文化芸術関連事業の提供や高齢者の豊かな知識や経験が活用
できる場の提供をはかるとともに、障害者の文化芸術活動の支援に努めます。

　○ 活動場所の提供や発表機会の拡充など、文化芸術活動団体への支援に努めます。
　○ 既存施設の利用に関する利便性の向上や、学校施設などの有効活用に努め、市
民の文化芸術活動の場の拡充をはかります。

Ｃ　文化芸術に関する意識の高揚
　○ 文化芸術に関する市民の関心と理解を高め、市民一人ひとりが文化芸術を身近
に感じ、親しむことができるまちづくりを進めます。

　○ 市民が幅広く文化芸術の魅力を理解し、豊かな感性や創造力を養うことができ
る環境の整備をはかります。

　○ 市民の文化芸術に関する意識を高め、人材育成を進める観点から、文化芸術に
関する顕彰制度の検討を進めます。

施　策　名 主な取り組みの内容

▶ 施策の体系

①文化芸術活動の推進
Ｄ　文化芸術に接する機会の拡充
Ｅ　文化芸術を担う人材の育成

Ｃ　文化芸術に関する意識の高揚
Ｂ　自主的な活動の支援
Ａ　市民文化の育成文

化
・
芸
術
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▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

この１年間に、音楽・演劇・
美術などを外出して鑑賞した
ことがある市民の割合

46.9％※1 50.0% 55.0%

市民文化祭の参加者数 12,771人※2 16,000人 19,000人

※１ 市民意識調査（平成21年度）による。
※２ 市民会館・公民館（平成21年度）による。

① 文化芸術活動の
推進

Ｄ　文化芸術に接する機会の拡充
　○ 文化芸術のすばらしさを感じ、受け止めることのできる豊かな感性や創造力を
育むため、身近なところで文化芸術に接する機会の提供をはかります。

　○ 多感な時期を過ごす子どもたちの豊かな心や感性を養うため、子どもたちが優
れた文化芸術作品にふれ、文化芸術の魅力を理解する機会の拡充に努めます。

　○ 本市ゆかりの芸術家の作品発表会を開催するなど、地域につながりのある文化
芸術に接する機会の充実に努めます。

Ｅ　文化芸術を担う人材の育成
　○ 現在、文化芸術活動を担っている人や団体への支援に努めるとともに、将来の
本市の文化芸術を担う人材の確保と育成をはかります。

　○ 文化芸術に関する指導者や専門家への支援と活用をはかり、長期的視野に立っ
た人材育成に努めます。

市民文化祭

おんがくとあそぼ♪　児童センター（ぱれっと）にて

160

基本計画 第３章
未来を育む　あきしま（教育・文化・スポーツの充実）

CW3_T03078_07_03.indd   160CW3_T03078_07_03.indd   160 2011/07/04   9:43:152011/07/04   9:43:15
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラックDIC 216sDIC 216s



３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

（4）スポーツ・レクリエーション
▶ 施策の目指す姿

　市民一人ひとりが、いつでも、どこでも、いつまでも、スポーツやレクリエーションに親しみ、

交流を深め、心身ともに健康で明るく豊かな生活をおくっています。

▶ 現状と課題

◇ 情報化の進展や科学技術の高度化などにより、人
間関係が希薄となり、精神的なストレスが増大し
たり、日常生活において体を動かす機会が減少し、
体力が低下するなどの、心身両面にわたる健康上
の問題が指摘されています。
◇ スポーツやレクリエーションに親しむことは、体
力の向上や、精神的なストレスの発散、生活習慣
病の予防など、心身の両面にわたる健康の保持増
進につながり、高齢化の進展や生活が便利になり
体を動かす機会が減少した現代社会においては、
極めて大きな意義があります。

◇ 平成21年（2009年）度に実施した市民意識調査で
は、スポーツやレクリエーションをほとんどして
いない市民の割合は50.5％となっています。また、
市民がスポーツやレクリエーションをしている頻
度は、月１回程度が12.1 ％、週１回程度が
24.7％、毎日が11.8％となっています。

◇ 本市では、すべての市民が年齢や体力に応じて、
スポーツやレクリエーションに親しむことができ
るよう、「スポーツ振興計画」を策定し、すべて
の市民がより健やかに、より豊かになる地域ス
ポーツ社会の形成を進めています。

現　状

◎ スポーツやレクリエーションをしていない市民
や、機会の少ない市民の誰もが、自らの健康状態
や運動能力に応じて、自分に適したスポーツやレ
クリエーションを楽しむことができる環境の整備
が求められています。
◎ スポーツを持続的に行うためには、地域の人々が

一緒に楽しく、いつまでもスポーツができる環境
を整えていくことが大切です。このため、さまざ
まな世代が、さまざまなスポーツを行うことがで
き、地域の住民が中心となり自主的に運営してい
く「総合型地域スポーツクラブ」の育成を進める
必要があります。

課　題
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（％）

毎日、スポーツやレクリエーションをしている 一週間に一回はしている 月に一回はしている
ほとんどしていない その他 無回答

12.7

12.2

11.8

22.9

26.1

24.7

3.051.0

51.3

50.5

1.7

0.8

1.8

1.1

0.1

平成17年(2005年)調査
(総数＝773人)

平成19年(2007年)調査
(総数＝801人)

平成21年(2009年)調査
(総数＝842人)

12.1

8.7

7.5

資料：平成21年（2009年）・市民意識調査結果

図表74 　スポーツやレクリエーションの頻度

問　 あなたは、日ごろからウォーキングなどのスポーツやレクリエーションをどのくらいの頻度でして
いますか。
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

区分 NO 施設名称 所　在　地 敷地面積 施　　　　設　　　　規　　　　模 備考 利用時間等 連絡先（申込み）

市　
　

管　
　

理　
　

施　
　

設

1 昭和公園 東町五丁目 （㎡）
121,640

陸上競技場（400ｍトラック（未公））
市民球場
テニスコート（全天候ハードコート２面、クレーコート５面）

有料
施設

１月～12月
８：45～16：45
ただし、夜間照明設備
利用は21：00まで

スポーツ振興課
544-4152

2 大神公園 多摩川河川敷
大神町四丁目

（㎡）
44,680

野球場（軟式）４面
サッカー場１面

無料
施設

平日
８：00～18：30
土・日・祝
６：00～18：30
12月～２月全日
８：00～17：30

3 多摩川緑地く
じら運動公園

多摩川河川敷
宮沢町三丁目

（㎡）
106,194

野球場４面
テニスコート（クレーコート５面）
ソフトボール場４面

4 美ノ宮公園 武蔵野二丁目 （㎡）
15,758 ソフトボール場１面

5 拝島自然公園 多摩川河川敷
拝島町四丁目

（㎡）
20,263 レクリエーション広場 １月～12月 管理課

541-0046

6 市民プール 宮沢町３-16-１ （㎡）
5,197 

施　設 材　質 水面積
（㎡）

水　　深
（ｍ） 備　　考

有料
施設

７月中旬～８月末日
９：30～17：00

市民プール
544-3266

（開設期間中）

流水
プール 鋼板製 1,094.0 1.1 

周長
150ｍ
水流速度0.5ｍ/秒

競泳
プール 〃  325.0 1.0～1.2 25ｍ×13ｍ

児童
プール 〃   66.5 0.5 

幼児
プール 〃   78.5 0.2～0.4

スライダー
プール 〃   33.5 0.6

付　属
施　設

ウォータースライダー　　３コース
オーバーブリッジ　　　　２ヶ所

7 拝島公園
プール 拝島町１-３-11 （㎡）

3,639

施設 材　質 水面積
（㎡）

水深
（ｍ） 備考

拝島公園プール
545-4655

（開設期間中）

競泳
プール 鋼板製 375.0 1.0～1.2 25ｍ×15ｍ

児童
プール 〃 148.0 0.6～0.65

幼児
プール 〃 104.0 0.25～0.3 噴水スライダー

8 宮沢広場 宮沢町三丁目 （㎡）
12,637

多摩川上流処分場の覆蓋上部利用・自然の丸太を利用したフィール
ドアスレチック

無料
施設 １月～12月 管理課

541-0046

9 総合スポーツ
センター 東町５-13-１

（㎡）
12,819.50
延床面積
8,647.30

施　　　設 床面積
（㎡） 主な利用種目等

有料
施設

休館日
第１、第３月曜日
12月28日～
 ～１月３日
開館時間
9：00～22：00

総合スポーツセンター
544-4151

第一体育室 816 
バレーボール２面、フットサル1
面、バスケットボール１面、バド
ミントン６面、卓球20台　等

第二体育室 406 
バレーボール１面、バドミントン
1面、卓球10台、スポーツクライ
ミングウォール３面　等

柔道場 202 14.2ｍ×14.2ｍ
剣道場 202 14.2ｍ×14.2ｍ
弓道場 260 和弓7人立　的距離28ｍ近的

屋内温水プール 802 25ｍ×13ｍ　6コース
水深1.2ｍ～1.4ｍ

トレーニングルーム 372 
トレーニング機器、マッサージ機
器、屋外ランニング走路　１周
250ｍ

研修室  77 定員50名　諸会議等
クラブ室  51 定員10名　諸会議等
第一軽体操室 183 壁面鏡、バー
第二軽体操室 153 壁面鏡、バー

10 みほり体育館 美堀町４-20-１
（㎡）

1,387.61
延床面積
747.61

施設 床面積 主な利用種目等

有料
施設

休館日
毎週月曜日
12月28日～
 ～１月４日
開館時間
９：00～21：00

みほり体育館
543-5188

（㎡）

体育室 420 
バレーボール1面、フットサル１
面、バスケットボール（練習用１
面、バドミントン２面、卓球６台等）

研修室  66 会議、研修、各種軽体操　等
定員33名

11 格技武道場 東町２-６-22 92畳 柔道・空手・合気道　等 無料
施設

スポーツ振興課
544-4152

12 勤労商工市民センター 昭和町３-10-２
（㎡）

2,510.13
延床面積
2,216.54

施　　　設 床面積
（㎡）

定員
（名） 備考

有料
施設

休館日
第１、第３月曜日
12月28日～
 ～１月４日
開館時間
9：00～22：00

勤労商工市民センター
545-0230

体育室 374.00 200 卓球８台
第一洋室  98.80  60 
第二洋室  51.30  20 
第三洋室  82.93  40 
パソコン室  49.40  10 パソコン10台
和室  44.24  20 
創作室  47.50  20 七宝焼炉
サークル室 126.83  80 

国
管
理
施
設

13 昭和記念公園 郷地町
福島町 180ha

みんなの原っぱ　　　　　　　252,000㎡
花木園　　　　　　　　　　　 90,000㎡
こどもの森　　　　　　　　　 90,000㎡
レインボープール　　　　　　 63,000㎡

有料
施設

３月～10月
９：30～17：00
11月～２月
９：30～16：30

公園緑地管理財団昭
和管理センターテレ
ホンサービス
528-1751

資料：スポーツ振興課

図表75　スポーツ・レクリエーション施設（公営）
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▶ 基本施策

① スポーツ振興計
画の推進

Ａ　スポーツ振興計画の推進
　○ スポーツ振興計画の推進をはかり、すべての市民がより健やかに、より豊かに
なる地域スポーツ社会の形成に努めます。

Ｂ　計画の周知
　○ スポーツ振興計画の周知に努め、市民のスポーツに関する意識の高揚をはかり、
スポーツへの参加を推進します。

② スポーツライフ
の形成

Ａ　参加機会の拡大
　○ スポーツをしていない市民やほとんどしていない市民の参加を促進するため、
初心者や勤労者、女性を対象としたスポーツ教室の充実をはかります。

　○ 障害者のスポーツへの積極的な参加とスポーツを通じた地域参加を支援します。
　○ ライフステージに応じたスポーツの普及に努め、身近で気軽にスポーツに親し
める環境の整備をはかります。

Ｂ　スポーツによる健康の増進
　○ 「自らの健康は自ら守る」という、市民の自主的な健康づくりを支援するため、
健康の維持・増進、技術・競技力の向上、生活習慣病・介護予防など、市民の
ライフステージに応じた生涯スポーツの普及をはかります。

Ｃ　スポーツによる交流の促進
　○ 市内だけでなく、周辺都市などで開催されるさまざまなスポーツ大会やイベン
トなどの開催を支援し、スポーツを通じた交流の促進に努めます。

　○ 地域のさまざまな世代が参加し交流するスポーツ大会の開催や地域のスポーツ
団体相互の交流を目的とした大会の開催などを推進し、地域における交流を促
進します。

施　策　名 主な取り組みの内容

▶ 施策の体系

ス
ポ
ー
ツ
・　
　
　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

Ｄ　スポーツ・レクリエーション団体への支援
Ｃ　情報の収集と提供
Ｂ　人材の確保・育成と連携
Ａ　施設の維持・管理と活用

Ｂ　計画の周知
Ａ　スポーツ振興計画の推進

①スポーツ振興計画の推進

Ｃ　スポーツによる交流の促進
Ｂ　スポーツによる健康の増進
Ａ　参加機会の拡大

②スポーツライフの形成

③スポーツ・レクリエーションの基盤整備
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

③ スポーツ・レク
リエーションの
基盤整備

Ａ　施設の維持・管理と活用
　○ スポーツ・レクリエーションの場として提供している既存施設の適切な維持管
理に努めるとともに、施設利用の利便性の向上に努めます。

　○ 地域のスポーツ・レクリエーションの活動拠点として、地域における身近な公
共施設である学校施設の有効活用をはかります。

　○ 民間スポーツ施設や国営昭和記念公園などの効果的な活用を推進します。

Ｂ　人材の確保・育成と連携
　○ 地域のスポーツ・レクリエーションの振興を支える人材の確保と育成をはかる
とともに、地域で活動する団体の組織化、ネットワーク化を推進します。

　○ 地域のスポーツ・レクリエーションを支える指導者の育成と支援に努めます。
　○ トップアスリートやスポーツトレーナー、スポーツドクターなど、技術力や専
門性の高い人材の確保に向けた連携の推進に努めます。

Ｃ　情報の収集と提供
　○ スポーツ・レクリエーションに関する適切な情報の収集に努め、必要な情報に、
必要なときにアクセスできる環境の整備をはかります。

　○ ICT＊を活用した、施設の予約情報のタイムリーな提供や、施設予約手続の利便
性の向上をはかります。

Ｄ　スポーツ・レクリエーション団体への支援
　○ 総合型地域スポーツクラブの活動を支援し、その育成に努め、地域スポーツの
計画的、組織的な推進をはかります。

　○ 地域のスポーツ・レクリエーション団体の支援に努めるとともに、その組織化
を推進し、活動の活性化をはかります。

▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

週１回以上スポーツ・レクリ
エーションを行っている市民
の割合

36.5％※ 50.0% 60.0%

※ 市民意識調査（平成21年度）による。

165

CW3_T03078_07_03.indd   165CW3_T03078_07_03.indd   165 2011/07/04   9:43:182011/07/04   9:43:18
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラックDIC 216sDIC 216s



（5）文化財
▶ 施策の目指す姿

　地域の暮らしのなかで守られ、継承された文化財が、先人の知と技を伝え、個性あふれる地域

文化の核となっています。

図表76　指定文化財一覧

【国指定文化財】
番号 名　　　　称 所　　　　在 指定区分

1 玉川上水 美堀町５丁目　他 史　跡

【東京都指定文化財】
番号 名　　　　称 所　　　　在 指定区分

1 木造大日如来（金剛界）坐像 拝島町１-10-14　大日堂内 有形文化財・彫刻
2 木造釈迦如来坐像 拝島町１-10-14　大日堂内 有形文化財・彫刻
3 木造阿弥陀如来坐像 拝島町１-10-14　大日堂内 有形文化財・彫刻
4 木造金剛力士立像　二軀 拝島町１-10-14　大日堂仁王門内 有形文化財・彫刻
5 拝島のフジ 拝島町１-10-14　大日堂境内 天然記念物
6 拝島日吉神社の榊祭 拝島町１-10-19　日吉神社（伝承地） 無形民俗文化財
7 獣脚付有蓋短頸壺　付・石櫃他一括 田中町１-17-１　教育委員会保管 有形文化財
8 中神の獅子舞 中神町１-12-７　熊野神社（伝承地） 無形民俗文化財

▶ 現状と課題

◇ 市内には、国指定文化財が１件、東京都指定文化
財が10件、昭島市指定文化財が24件あり、その保
護・保存に努めています。また、多摩川沿いを中
心に集落が形成されてから現代にいたるまで、そ
の時代時代に生きた人々の生活や文化を調査し、
その記録保存に努めています。

◇ 本市では、平成14年（2002年）３月から、市内か
ら発掘された石器、土器類や市民から寄贈を受け
た生活民具、古文書などを体系的に展示した、郷
土資料室を開設し、古代から現代までの郷土の歴
史、文化を紹介しています。

現　状

◎ 文化財は、地域の伝統的な文化が結実した、地域
の歴史や文化の理解に欠くことのできない貴重な
資産であるとともに、将来の地域づくりの核とな
るものとして、確実に次世代に継承していくこと
が求められています。

◎ 都市化による生活様式の変化や宅地開発などによ
り、身近な文化遺産の継承を危ぶむ声もあります。
これらの文化遺産を後世に伝え、地域の文化資産
として活用をはかるため、その調査と保護・保存
が課題となっています。

課　題
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

文
化
財

①文化財の保護・保存

Ｄ　保存体制の整備
Ｃ　文化遺産などの保存
Ｂ　文化財の収集
Ａ　文化財の調査

②文化財の活用
Ｃ　保護思想の普及、啓発
Ｂ　文化遺産などの活用
Ａ　展示、公開の充実

▶ 施策の体系

9 大日堂境域及び日吉神社境域 拝島町１-10-14、１-10-19 史　跡
10 旧三井家拝島別邸（啓明学園北泉寮） 拝島町５-11-15 有形文化財・建造物

【昭島市指定文化財】
番号 名　　　　称 所　　　　在 指定区分

1 おねいの井戸 拝島町１-2130　大日堂境内 旧　跡
2 花井の井戸 拝島町４-1993・1995 旧　跡
3 大けやき 郷地町１-12-１　稲荷神社境内 天然記念物
4 大公孫樹 中神町１-12-７　熊野神社境内 天然記念物
5 林ノ上遺跡（拝島式土器発掘跡） 緑町４-3783付近 史　跡
6 拝島町日吉神社祭礼囃子 拝島町１-10-19　日吉神社（伝承地） 無形民俗文化財
7 福島ばやし 福島町１-12-６　福島神社（伝承地） 無形民俗文化財
8 広福寺の大松 福島町２-14-７　広福寺境内 天然記念物
9 郷地の大桑 郷地町１-23-９　宮﨑家屋敷内 天然記念物
10 大日堂 拝島町１-10-14　　　 有形文化財
11 大日堂仁王門 拝島町１-10-14　大日堂境内 有形文化財
12 紅林家文書四通 郷地町１-９-13　紅林家 有形文化財

13 不老軒宇多々作「月廼野露草雙紙」
稿本全六冊 郷地町１-23-９　宮﨑家 有形文化財

14 龍津寺本堂天井板絵五五面及び
杉戸絵一六面 拝島町５-２-37　龍津寺本堂 有形文化財

15 内藤源左衛門藤原正頼（正久）の墓 福島町２-14-７　広福寺墓地 旧　跡
16 山王祭礼図絵 拝島町１-20-16　普明寺 有形文化財

17 縄文時代初頭の丸底深鉢形土器
（上川原遺跡出土） 田中町１-17-１　教育委員会保管 有形文化財

18 浄土古墳 田中町２-333-１ 史　跡
19 経塚下遺跡出土遺物一括 田中町１-17-１　教育委員会保管 有形文化財

20 日吉神社本殿彫刻並びに拝殿格天井花鳥画
七〇面・板壁絵二面及び幣殿杉戸絵四面 拝島町１-10-19　日吉神社 有形文化財

21 拝島日吉神社祭礼加美町屋台 拝島町５-11-１ 有形民俗文化財

22 拝島日吉神社祭礼奈賀町屋台 拝島町２-６-４ 有形民俗文化財

23 拝島日吉神社祭礼志茂町屋台 拝島町１-11-２ 有形民俗文化財

24 大神古墳出土遺物一括（五点） 田中町１-17-１　教育委員会保管 有形文化財

資料：社会教育課
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▶ 基本施策

① 文化財の保護・
保存

Ａ　文化財の調査
　○ 地域の文化財の調査に努め、関連する文化財の総合的な把握と長期的な視野に
立った計画的な保護、活用をはかります。

Ｂ　文化財の収集
　○ 引き続き、埋蔵文化財や民具、古文書などの収集をはかるとともに、その整理、
記録、保存に努めます。また、文化財資料の充実にも努めます。

Ｃ　文化遺産などの保存
　○ 歴史の営みのなかで生み出され、守り伝えられてきた文化遺産や伝統的な文化
芸術は、市民の共通の財産です。将来の文化芸術の発展の基礎とするため、そ
の保存と継承に努めます。

　○ 祭礼などにより、地域で守り伝えられてきた有形の文化財については、必要に
応じ適切な補修をはかり、後世に大切に継承していきます。

Ｄ　保存体制の整備
　○ 収集、保存した文化財の適切な管理をはかるとともに、保存、収蔵スペースの
確保に努めます。

②文化財の活用 Ａ　展示、公開の充実
　○ 学校教育や社会教育、レクリエーションの場などにおいて、文化財の効果的な
活用をはかります。

　○ アキシマクジラなど市の歴史と伝統を広く紹介するため、郷土資料室の活用を
はかるとともに、文化財マップ＊などの活用により、文化財に関する情報の提
供に努めます。

　○ 多目的な機能を有した社会教育複合施設の整備にあわせ、新たな展示保存ス
ペースの確保を検討します。

Ｂ　文化遺産などの活用
　○ 市民が、歴史的な文化遺産や伝統的な文化芸術に身近にふれることで地域に対
する理解や愛着が育まれていきます。歴史的な文化遺産や伝統的な文化芸術に
関する情報提供を充実し、市民の関心を高めて、文化事業の振興に向けた、さ
らなる活用をはかります。

　○ 地域で伝承されてきた郷土芸能や有形の文化財などについては、多くの人がこ
れらにふれることができる機会を充実させ、市内に人を呼ぶ観光資源としての
活用をはかります。その一環として、市内の郷土芸能が一堂に会する「郷土芸
能まつり」の定着に努め、質の高い伝統文化を市の内外にアピールしていきます。

施　策　名 主な取り組みの内容
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基本計画 第３章
未来を育む　あきしま（教育・文化・スポーツの充実）
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３　「あきしまらしさ」を築く（市民文化・学習・スポーツの推進）

▶ 政策指標

指　標　名 現　状　値 目標値（H27） 目標値（H32）

郷土資料室の入場者数 744人※ 1,000人 3,000人

※ 社会教育課（平成21年度）による。

②文化財の活用 Ｃ　保護思想の普及、啓発
　○ 文化財に関するパンフレットの発行や講座の開催、文化財めぐりなどを実施し、
市民の文化財に対する関心と認識を深め、文化財保護思想の普及、啓発をはか
ります。

　○ 文化財の保護などに関し、自主的な活動を行っている個人や団体との連携に努
めるとともに、文化財に関する情報の共有をはかります。

中神の獅子舞

郷土資料室

169

CW3_T03078_07_03.indd   169CW3_T03078_07_03.indd   169 2011/07/04   9:43:182011/07/04   9:43:18
プロセスシアンプロセスシアンプロセスマゼンタプロセスマゼンタプロセスイエロープロセスイエロープロセスブラックプロセスブラックDIC 216sDIC 216s




